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四面体 ABCDは各辺の長さが 1の正四面体とする。

(1)
−→
AP = l

−→
AB +m

−→
AC + n

−→
ADで与えられる点 Pに対し −→

BP =
−→
CP =

−→
DP が成

り立つならば，l = m = nであることを示せ。また，このときの −→
BP を lを用

いて表せ。

(2) A，B，C，Dのいずれとも異なる空間内の点 Pと点Qを，四面体 PBCDと四面
体 QABCがともに正四面体になるようにとるとき，cos∠PBQの値を求めよ。


